
 
 

平成２３年度 九州クルーズ振興協議会 

総 会 資 料 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       「にっぽん丸」（三井商船客船(株)） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      「飛鳥Ⅱ」（郵船クルーズ(株)） 
 
 

日 時: 平成 2３年 6 月  日( ) 13 時 30 分～ 

場 所: 福岡合同庁舎新館 7 階 九州運輸局海技試験場 

 

 

 

 
九州クルーズ振興協議会 

 



議題(1) 平成２２年度 事業報告 
 

１－１．九州クルーズシンポジウム開催   

  ・日 時：平成２２年６月３０日（水）１４：００～１６：００ 

  ・会 場：福岡市サンパレス「パレスルーム」  

  ・参加者：約３００名（会員５５名参加） 

  ・概 要：当協議会と九州運輸局及び西日本新聞社の３者共催 

① 講演 

・観光立国に向けた取り組み・・・九州運輸局 加藤企画部長  

・クルーズ市場の現状と展望・・・(株)JTB 九州 甲原取締役営業部長    

② パネルディスカッション「九州におけるクルーズ振興によるインバウンドの

取り組みについて」 

の二部構成で開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  田中会長による主催者代表挨拶             講 演 会 

                                        

 

←パネルディスカッション  

 

 パネラー 

  長崎県 織方観光振興推進本部長 

  鹿児島県 奈良迫観光プロデューサー 

  福岡市 福原港湾局港湾振興部長 

  (株)JTB 九州 甲原取締役営業部長 

  We Love 天神協議会 永竿事務局長 

 コーディネーター 

  九州運輸局 加藤企画観光部長 

      

 パネラー等発言趣旨等 

  ・九州の港の魅力発信、歓迎方法の工夫 

  ・地域全体でクルーズの受け入れやおもてなしの形成 

・受け入れ体制の整備（入国手続き、通訳、情報提供等）、インバウンドの拡大        



１－２．インバウンド部会設置   

   ・博多港をはじめ、九州各港への外航クルーズ船の入港が増加し、また、九州クルーズシン

ポジウムやジャパン・クルーズ・シンポジウム等が開催されるなか、インバウンドの取り組

み強化や、受け入れ体制等の課題も指摘されたことから、その検討機関として当協議会の中

に「インバウンド部会」を設置した。 

  

 １．第１回部会開催 

    日時：平成２２年１１月１６日（火） １３：００～１５：３０ 

    議題：①入国審査について 

        福岡入国管理局 建山総務課長より現状説明 

②クルーズ寄港地としての九州の魅力発信について 

       ③その他（各地域における取り組みについて）    

    

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

    インバウンド部会                 地元ＴＶ局による取材風景 

 

 ２．クルーズ船の入国審査対応に係る関係者会合の開催 

  日時：１２月８日（水） １５：００～１７：３０ 

   議題：博多港における入国審査の迅速化・円滑化に向けた対応策について 

     ・審査体制の強化（審査官の増員、自治体からの応援職員の派遣等） 

     ・審査の弾力的な対応（海外臨船の実施回数の増加等） 

     ・その他（仮上陸許可証による行動範囲の拡大等） 

 

３．部会メンバーによる入国審査場（博多国際ターミナル）視察及び意見交換会 

  日時：２３年２月１日（火） １０：３０～１２：３０ 

    

  ・見学コース 

    博多港中央ふ頭着岸バース ～ 

 国際ターミナル ～ 入国審査場  

  

   ・意見交換会（於：港湾合同庁舎）  

      

      国際ターミナルにおける視察 → 

            



２．「海フェスタながさき」での広報活動  

   海の総合展（海フェスタ長崎実行委員会主催） 

開催期間：７月１７日（土）～８月 1 日 

    場  所：長崎県美術館県民ギャラリー 

   支援内容：海の総合展における九州運輸局ブースでのポスター掲示及び協議会 

作成のパンフ「クルーズ船旅の魅力」の配布。 

    来場者数：７，５１９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クルーズ船ポスターの掲示            総合展視察中の秋篠宮殿下 

 

 

３．パンフレットの作成  

 ・「クルーズ船九州寄港予定パンフレット」（平成２３年版）を平成２３年１月２１日に 

１０，０００部作成した。 

  配布先：ＪＲ九州各駅      １，３００部 

      九州各自治体窓口    ２，６５０部 

     運輸支局・登録事務所他 ２，６００部 

     会員（国の機関他）   １，１００部 

その他           ５００部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．各種イベント・シンポジウムへの参加等  

 ①ジャパン・クルーズ・シンポジウムへの参加 

・日 時：平成２２年 9 月 2 日（木）９：３０～１６：４０ 

  ・会 場：福岡国際会議場  

  ・参加者：約４００名（田中会長外、会員多数参加） 

  ・主 催：観光庁、外航クルーズ旅行振興全国協議会 

   共 催：九州運輸局、福岡市 

  ・概 要：パネルディスカッション３部構成（コーディネーター：ｼｰﾄﾚｰﾄﾞ社会長） 

      ①外国船社が見た日本の魅力と訪日クルーズ船を増やすための方策 

        パネラー（ｺｽﾀ･ｸﾙｰｽﾞ社取締役、ｼﾙﾊﾞｰｼｰ･ｸﾙｰｽﾞ社取締役、ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ｸﾙｰｽﾞ 

  社副社長、ﾎｰﾗﾝﾄﾞ･ｱﾒﾘｶ･ﾗｲﾝ取締役、ﾛｲﾔﾙ･ｶﾘﾋﾞｱﾝ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ副社長） 

 

        ②クルーズ船社が寄港地と発着地港に求めるものとは何か 

              パネラー（ｼﾙﾊﾞｰｼｰ･ｸﾙｰｽﾞ社取締役、ﾌﾟﾘﾝｾｽ･ｸﾙｰｽﾞ社副社長、ﾎｰﾗﾝﾄﾞ･ｱﾒﾘｶ･ 

  ﾗｲﾝ取締役、中国港湾協会クルーズ部会会長、福岡市港湾局長） 

      ③日本のクルーズマーケット拡大に向けた戦略 

       パネラー（ｺｽﾀ･ｸﾙｰｽﾞ社取締役、ﾛｲﾔﾙ･ｶﾘﾋﾞｱﾝ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ副社長、日本外航ﾞ 

  客船協会会長、(株)JTB グローバルﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ＆ﾄﾗﾍﾞﾙ社長、九州運輸局次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       溝畑観光庁長官挨拶            パネルディスッカション 

 

 

②九州フライ＆クルーズの推進 

実施時期：平成２２年１１月６日～１６日              

   コース１ 博多～屋久島～奄美大島 

１１月６日（土）～９日（火）、３２７名乗船 

コース２ 博多～高知～鹿児島～長崎 

     １１月１０日（水）～１３日（土）、１５６名乗船 

   コース３ 長崎～上五島～屋久島 

        １１月１３日（土）～１６日（火）、２５０名乗船 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

      全国版パンフレット          九州内限定パンフレット 

 

 

 

 

 

                      １１月１０日 高知に向けて出航する 

「にっぽん丸」の見送り式（博多中央埠頭） 

 

 

 

 

 

 

  


